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主な 
記事 

市の鳥　ハクセキレイ 

８ 

「やしお市議会だより」は、新聞折り込みでお届けしています。市役所、八潮駅、お近くの公共施設などでもお受け取りになれます。 

平成20年1月1日現在 
前月比 

………79,601人（+133）

………41,432人（+ 64） 

………38,169人（+ 69） 

………31,809世帯（+ 80）

人口 

男 

女 

世帯 

委員会のうごき 

　
議
案
そ
の
他
必
要
な
議
決
事
項
は
、

最
終
的
に
は
本
会
議
で
決
定
さ
れ
ま

す
が
、
行
政
は
、
広
範
、
複
雑
化
、

専
門
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

議
案
等
を
合
理
的
か
つ
能
率
的
に
調

査
、
審
査
す
る
た
め
、
い
く
つ
か
の

部
門
別
に
詳
し
く
審
査
し
た
方
が
よ

り
効
果
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
各

部
門
ご
と
に
『
委
員
会
』
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
委
員
会
の
中
で
、『
特

別
委
員
会
』
は
、
必
要
に
応
じ
て
設

置
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

編　集 
後　記 

議会報編集委員会から 

１月１４日　成人式の風景 （八潮メセナ） 

「八潮市中小企業資金融資 
　　　あっせん条例について」を全会一致で可決 

●定例会レポート 
討論、意見書、市長提出議案・議員提出議案
処理結果一覧表…………………………２～３ 

●一般質問から 
「いじめ問題について」、「商業振興によるま
ちづくりについて」、「バス路線について」な
どの一般質問のほか、定例会日程等…４～７ 

●委員会のうごき 
常任委員会、特別委員会関係、陳情、議案、
編集後記………………………………………８ 

　
平
成
19
年
第
４
回
定
例
会
（
11
月
29
日

〜
12
月
18
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
定
例
会
で
は
「
平
成
19
年
度
八
潮
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」
な
ど
補

正
予
算
関
係
15
議
案
、
そ
の
他
、「
八
潮

市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」
な
ど
の
10
議
案
、
あ

わ
せ
て
25
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
議
員
提
出
議
案

と
し
て
、「
悪
質
商
法
被
害
を
な
く
す
た

め
の
割
賦
販
売
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」、

「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
」
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
ほ
か
、
小
中
一
貫
教
育
な
ど
の

学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
調
査
研

究
を
目
的
と
す
る
「
小
中
一
貫
教
育
等
調

査
研
究
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。 

「八潮市中小企業資金融資 
　　　あっせん条例について」を全会一致で可決 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

民
経
消
防
常
任
委
員
会 

建
設
水
道
常
任
委
員
会 

  

■
外
環
・
東
埼
玉
道
路
周
辺
対
策
特

別
委
員
会
の
開
催 

　
１１
月
１４
日
、
外
環
・
東
埼
玉
道
路

周
辺
対
策
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

所
管
事
項
に
関
連
の
あ
る
「
柿
木
地

区
総
合
開
発
計
画
事
業
に
つ
い
て
」

を
調
査
す
る
た
め
、
草
加
市
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。 

■
小
中
一
貫
教
育
等
調
査
研
究
特
別

委
員
会
の
設
置 

　
１２
月
１８
日
、
小
中
一
貫
教
育
に
伴

い
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
調
査
研
究
す
る
た
め
、「
小
中
一

貫
教
育
等
調
査
研
究
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
こ
の
特
別
委
員
会
は
議
員

１０
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

委
　

員
　

長
＝
渋
谷
敏
男 

副
委
員
長
＝
広
沢
　
昇 

委
　
　
員
＝
矢
澤
江
美
子
、
大
久
保

龍
雄
、
瀬
戸
知
英
子
、
服
部
清
二
、

池
谷
和
代
、
郡
司
伶
子
、
森
　
伸
一
、

武
之
内
清
久 

特
別
委
員
会
関
係 

  

■
開
発
許
可
基
準
等
の
緩
和
に
よ
る

区
域
指
定
の
拡
大
に
関
す
る
陳
情 

■
市
町
村
公
的
審
議
会
等
委
員
へ
の

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
登
用
に
関
す

る
陳
情 

■
農
地
法
届
出
処
理
の
迅
速
化
に
関

す
る
陳
情 

■
都
市
計
画
道
路
用
地
取
得
業
務
の

宅
地
建
物
取
引
業
者
へ
の
民
間
委
託

に
関
す
る
陳
情 

以
上
四
件
の
陳
情
者 

　
�
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
埼
玉
東
支
部
　
支
部
長
　
河
井
孝

夫 ■
原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
改
善

を
厚
生
労
働
省
に
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て
の
陳
情
書 

陳
情
者
　
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
を

支
え
る
埼
玉
の
会
、
世
話
人
団
体
（
埼

玉
県
地
域
婦
人
会
連
合
会
ほ
か
） 

  

■
議
案
第
１
０
８
号
　
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て 

　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員
に
、

恩
田
聿
脩
氏
（
お
ん
だ
　
の
ぶ
な
お
、

大
字
二
丁
目
２
４
９
番
地
）
の
推
薦

に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。 

■
議
案
第
１
０
９
号
　
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て 

　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員
に
、

荒
舩
ま
さ
子
氏
（
あ
ら
ふ
ね
　
ま
さ

こ
、
南
後
谷
６
４
８
番
地
２
）
の
推

薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
森
で
す
。 

　
議
会
報
編
集
委
員
会
は
、
各
会
派
よ
り

１
名
、
そ
し
て
正
副
議
長
を
含
め
た
7
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
議

会
の
正
式
な
広
報
紙
と
い
う
観
点
か
ら
、

議
会
で
の
こ
と
を
事
実
に
基
づ
き
忠
実
に

記
載
し
、
偏
る
こ
と
が
無
い
様
に
公
平
性

を
絶
対
と
し
た
編
集
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
編
集
改
革
に
よ
り

ま
し
て
、
記
名
文
書
に
お
い
て
は
、
可
能

な
限
り
執
筆
者
の
表
現
を
尊
重
し
、
難
解

な
議
会
用
語
に
つ
い
て
は
解
説
を
付
け
る

な
ど
、
限
ら
れ
た
紙
面
を
最
大
限
に
活
用

し
つ
つ
、
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
け
る
よ
う

に
編
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
総
括
質
疑
や
一
般
質
問

の
詳
細
が
閲
覧
で
き
る
八
潮
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
共
に
、「
や
し
お
市
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
お
気
軽
に
ご

意
見
ご
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

（
森
　
伸
一
） 

  

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、「
平
成
１９
年
度
八
潮
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」
の

分
割
付
託
１
議
案
、
条
例
関
係
で
は
、

「
八
潮
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
及
び
八
潮
市
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
な
ど
の
２

議
案
の
あ
わ
せ
て
３
議
案
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。 

　
「
平
成
１９
年
度
八
潮
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）」
の
分
割
付

託
の
関
係
で
は
、「
自
治
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
て
検
討
組
織
の
公
募

で
、年
齢
を
な
ぜ
２０
歳
以
上
と
し
た

の
か
、ま
た
、
市
民
の
公
募
者
数
を

１３
名
と
し
、
そ
の
人
数
を
超
え
た
場

合
は
ど
う
な
の
か
。」
と
の
質
疑
に

対
し
て
、「
検
討
組
織
の
市
民
公
募

に
あ
た
っ
て
、年
齢
を
２０
歳
以
上
と

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
会
議
が
夜

間
に
な
る
場
合
も
想
定
し
て
設
定
し

た
。
ま
た
、
検
討
組
織
の
委
員
に
つ

い
て
は
、
２５
人
程
度
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
内
学
識
経
験
者
が
３
名
、
市
民

の
公
募
が
１３
名
、
市
民
関
係
団
体
か

ら
９
名
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
予
定

し
て
い
る
。
公
募
が
１３
名
を
超
え
た

場
合
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
１４
、

１５
名
程
度
で
あ
れ
ば
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
、
現
在
で
は
、
１３
名
と

い
う
こ
と
で
考
え
て
い
る
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

３
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。 

  

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、「
平
成
１９
年
度
八
潮
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」
の

分
割
付
託
を
は
じ
め
、「
平
成
１９
年

度
八
潮
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」
な
ど
の

補
正
予
算
関
係
５
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。 

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

５
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
議
案
審
査
に
先
立
ち
、
委

員
会
の
所
管
事
務
調
査
の
た
め
、「
八

潮
駅
南
口
周
辺
整
備
事
業
地
」
の
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

               

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、「
平
成
１９
年
度
八
潮
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」
の

分
割
付
託
を
は
じ
め
、
補
正
予
算
関

係
３
議
案
、
条
例
関
係
で
は
、「
八

潮
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て
」
な
ど
５
議
案
の
あ
わ

せ
て
８
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
八
潮
市
環
境
基
本
条
例
に
つ
い

て
」
で
は
、
意
見
と
し
て
、「
こ
の

条
例
制
定
自
体
は
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
で
あ
る
と
評
価
す
る
が
、
ま
だ

ま
だ
議
論
の
必
要
が
あ
る
。
一
点
目

と
し
て
、
条
例
制
定
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
が
不
十
分
で
あ
る
。
審
議
会
の
検

討
時
間
は
実
質
４
時
間
弱
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
な
い
。

条
例
制
定
前
に
市
民
の
意
見
を
十
分

に
受
け
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。
二

点
目
と
し
て
、
条
例
の
礎
と
な
る
基

本
計
画
の
策
定
に
議
会
の
議
決
を
要

し
な
い
点
で
あ
る
。
す
で
に
全
国
の

７
４
６
自
治
体
で
条
例
制
定
さ
れ
て

お
り
、
八
潮
市
は
後
発
組
と
い
え
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
中
身
の
濃
い
、
先
進

的
な
事
例
を
取
り
入
れ
て
の
条
例
に

す
べ
き
と
考
え
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
を
取
得
し
て
い
る
自
治
体
と
し

て
、
も
っ
と
積
極
的
に
八
潮
市
ら
し

さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
条
例
を
目
指

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
こ
の
条
例
に
反
対
で
あ
る
。」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
「
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

で
は
、
意
見
と
し
て
、｢

こ
の
条
例

改
正
は
、
平
成
１８
年
の
八
潮
市
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

出
産
費
補
助
金
が
３０
万
円
か
ら
３５
万

円
に
増
額
に
な
る
と
き
、
葬
祭
費
補

助
金
８
万
円
は
５
万
円
に
減
額
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
た
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
導
入
の
動
向
を
み

て
行
う
と
し
て
、今
回
の
条
例
改
正
の

上
程
と
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

　
こ
の
改
正
で
近
年
の
状
況
か
ら
み

て
９
０
０
万
円
の
効
果
が
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
葬
祭
費
補
助

を
検
討
す
る
と
き
、
市
内
に
火
葬
場

が
な
く
、
市
民
負
担
が
近
隣
市
よ
り

大
変
だ
と
の
こ
と
で
金
額
が
検
討
さ

れ
て
き
た
。
医
療
改
悪
に
よ
る
市
民

負
担
も
大
変
に
な
っ
て
い
る
中
で
、

本
来
で
あ
れ
ば
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
け
る
葬
祭
助
成
金
の
市
独
自

の
上
乗
せ
こ
そ
、
検
討
さ
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
こ
の
条
例
改
正
に
反
対
す
る
。」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

８
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。 

視察風景 


